
・研修の目的、目標の明示

・研修の機会を主体的に個々学習の場として活用する意義

・事務連絡等

・労務管理に関する質疑・応答

11:30

13:00

18：00
18：20

20分 研修のレビュー（振り返り） ・研修を通じての振り返り

・サービス提供に当たり、下記の事項等について、各事業所の運営・管
理に必要な事項について理解する。

社会福祉法人　函館光智会
理事長　林崎　光弘
認知症介護指導者

事務局

13：00
14：00

60分 昼休み

14:00
18:00

240分 適切なサービス提供のあり方②

10：00
11：30

90分
地域密着型サービスの取り組み
について

90分 適切なサービス提供のあり方①

・事業所からの実践報告を通じ、各事業のサービス提供のあり方
について理解する

特定非営利活動法人
ＮＰＯ社会福祉振興会
理事長　加藤　和也
認知症介護指導者

　２日目　　10月19日（水）

14：30
16：00

90分
地域密着型サービス基準につい
て

講　師

16：00
16：20

20分 振り返り ・この日の振り返りを行う 事務局

・適切な事業所運営を図るため、地域密着型サービスの目的や理
念を理解する。60分
・適切な事業所管理を行うため、認知症対応型通所介護、小規模
多機能型居宅介護、
認知症対応型共同生活介護の各指定基準を理解する。

センター長 谷口　俊弘

認知症介護指導者・社会保険労務士

介護従事者に対する労務管理に
ついて

中央区第２地域包括支援センター

センター長 谷口　俊弘

認知症介護指導者・社会保険労務士

・労働基準法の規定に基づき適切な介護従業者の労務管理について理
解する

・就業規則や雇用形態を理解し、勤務日数や勤務時間、休憩時間等の
理解をし、無理のない勤務体制の重要性を知る

講　師

＜地域等との連携＞
・利用者の家族・地域・医療との連携
・運営推進会議の開催
＜サービスの質の向上＞
・アセスメントとケアプランの基本的考え方
・ケース会議・職員ミーティング
・自己評価・外部評価の実施
・サービスの質の向上と人材育成
＜その他＞
・権利擁護(高齢者虐待を含む)及びリスクマネジメント
・記録の重要性など

認知症対応型サービス事業管理者研修　標準カリキュラム

（６５０分） 令和4年度

　１日目　10月18日　（火）

12：50
13：00

10分 オリエンテーション 事務局

講　師

13：00
14：30

90分

中央区第２地域包括支援センター


